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消費税インボイス制度が始まります︕
現在、消費税免税事業者の方も、ご自身の事業実態に合わせて、
インボイス発⾏事業者の登録を受けるかをご検討ください

〜 農家Aさんのケース 〜

野菜卸売業者
（課税事業者）

野菜栽培農家
（免税事業者）

Aさん、インボイス制度のこと検討してます？

お互いに関係があるみたいなんですよー

私は2年前の売上が1,000万円超えない消費

税免税事業者だけど、関係あるのかしら？

B社

Aさん

そもそもインボイス制度（適格請求書等保存方式）とは・・・

B社（買手）は、仕入税額控除の適用のために、原則としてAさん（売手）から交付を受けた
インボイス（適格請求書）を保存する必要があります

Aさん（売手）は、インボイスを交付するためには、事前にインボイス発⾏事業者（適格請
求書発⾏事業者）の登録を受ける必要があり、登録を受けると、課税事業者として消費税の

申告が必要となります

令和５年10月１日から

その年の２年前（基準期間）の売上（課税売上⾼）が1,000万円を超える事業者が消費税の
課税事業者となり、納税義務者となります。
上記以外の方は、消費税の免税事業者となり納税義務が免除されていますが、インボイス発
⾏事業者となるとこの点が変わってきます。
消費税は下記の流れで、負担・納付されています。
資材販売業者

買 手
（課税事業者）

売 手
（インボイス発⾏事業者）

取引

申告・納付

消費税

農家 小売業者 消費者

売上 32,000円
消費税① 3,200円

納付税額A
① 3,200円

売上 50,000円
消費税② 4,000円
仕入 32,000円
消費税① 3,200円
納付税額B
②－① 800円

売上 60,000円

仕入 50,000円
消費税② 4,000円

消費税③ 4,800円

納付税額Ｃ
③－② 800円

申告・納付 申告・納付 申告・納付

支払総額
86,400円

消費者が負担した
消費税 6,400円

各事業者が個別に
納付した消費税
Ａ＋B＋C＋Dの
合計6,400円

出荷先
（売上先・卸売業者）

売上 80,000円
消費税④ 6,400円
仕入 60,000円
消費税③ 4,800円

納付税額D
④－③ 1,600円

※ 資材の購入は
標準税率（10％）
が適用されます

ここでチェック！消費税の仕組み
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納付する消費税額の計算方法は次の２種類があります。

マイナス

仕入税額控除ってなに︖

売上げの消費税額 － 仕入れや経費の消費税額 ＝ 納付する税額
（売上税額） （仕入税額） （納付税額）

差し引く計算が
仕入税額控除

仕入税額控除には
インボイスの保存

が必要

インボイスがなければ

仕入税額控除できない※

※ 一定期間、経過措置が設けられています

①原則（本則課税）

②簡易な計算方法（簡易課税制度）※簡易課税選択届出書の提出が必要です。

売上げの消費税額 － 仕入れや経費の消費税額 ＝ 納付する税額

売上げの消費税額 × みなし仕入率

インボイスは保存不要

Aさんの例だと…

ステップ１
4,000円 × 80％ ＝ 3,200円
売上税額 みなし仕入率 仕入税額
ステップ２
4,000円 － 3,200円 ＝ 800円
売上税額 仕入税額 納付税額

簡易課税制度では、事務負担の軽減※を図ることができます
※ 消費税の申告に際して、仕入れや経費の消費税額の実額計算やインボイスの保存は
不要です

（注）簡易課税制度の適用には、届出と基準期間の課税売上⾼が5,000万円以下であることが必要です。
その他の留意点など、詳しくは国税庁ホームページをご覧ください

売上税額が分かれば
納付税額の計算が可能

事業
区分 該当する事業 みなし

仕入率

第一種 卸売業 ９０％
第二種 ⼩売業、農林漁業（飲⾷料品） ８０％
第三種 製造業、農林漁業（飲⾷料品除く）等 ７０％
第四種 その他事業（飲⾷店業等） ６０％
第五種 サービス業等 ５０％
第六種 不動産業 ４０％

野菜栽培業
Aさん

登録を受けるかどうかって、どう判断したらいいの︖

売上（出荷・販売）先からインボイスの交付を求められるか、検討・確認をしてみましょう

課税事業者である売上先は、仕入税額控除のため、あなたが交付するインボイスが必要です
課税事業者であっても簡易課税制度を選択している売上先は、インボイスが不要※です
消費者、免税事業者である売上先は、インボイスが不要です

一定の取引は、課税事業者である売上先への出荷（販売）であってもインボイス
の交付義務が免除されます
※ 売上先は消費税の申告の際、インボイスがなくても仕入税額控除できます
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登録を受けた場合は、インボイスを交付できますが、課税事業者として消費税の申告が必要です
※課税事業者の方は、登録の有無にかかわらず、消費税の申告が必要です

免税事業者の方が登録を受けない場合は、課税事業者となる必要はありません

登録を受けない場合は、インボイスを交付することはできません

登録を受けない場合、売上（出荷、委託）先は、経過措置の期間はインボイス発⾏事業者以外の者
からの購入（課税仕入）であっても仕入税額の一部を控除できますが、経過措置の期間終了後は控
除できません
※インボイスの交付義務が免除される取引を除きます
必要に応じて、取引先（売上先や仕入先）と価格を含めた取引条件の⾒直しを相談するなども検討
しましょう。また、逆に、取引先から相談を受ける場合もあり得ます

売上（出荷・販売）先からインボイスの交付を求められる可能性がある取引の例
※インボイスの交付義務が免除される取引以外は全て交付を求められる可能性がありますが、一例として紹介します。

➢ 直売所での（委託）販売
☞ 購入者が、消費者であればインボイスの交付を求められないと考えられますが、事業者の場合は

インボイスの交付を求められるかもしれません
☞ 委託販売の場合、インボイスの交付方法の特例（媒介者交付特例）により、受託者（直売所）が

委託者（農家）の代わりにインボイスを交付できますが、この場合、委託者及び受託者双方がイン
ボイス発⾏事業者である必要があります

➢ 卸売業者、⼩売業者、飲⾷業者など事業者への（直接）販売
➢ 家畜市場におけるセリ取引等（家畜市場における子牛等の出荷販売）
➢ 農事組合法⼈の従事分量配当

もっと
詳しく

軽減・インボイスコールセンター
インボイス制度に関する一般的なご質問やご相談は、以下で受け付けています
【専用ダイヤル】0120-205-553 【受付時間】９︓00〜17︓00（土日祝除く）

インボイス制度のより詳しい情報や、国税庁が⾏っているオンライン説明会の模様、
申請手続に関することやQ&Aなどを掲載しています

国税庁ホームページ インボイス制度特設サイト 特設サイト

農業分野特有のインボイスの交付義務が免除される取引
➢ 農業協同組合（JA）等へその組合員等が農林⽔産物の販売を委託

☞ 無条件委託方式かつ共同計算方式により⽣産者を特定せずに⾏うものに限ります

➢ 出荷者等が卸売市場において⾏う⽣鮮⾷料品等の販売
☞ 出荷者から委託を受けた受託者が卸売の業務として⾏うものに限ります
☞ 対象となる卸売市場

①農林⽔産⼤⾂の認定を受けた中央卸売市場
②都道府県知事の認定を受けた地方卸売市場
③上記①②以外の一定の基準を満たす市場のうち、農林⽔産⼤⾂の確認を受けた市場

登録を受けた場合と受けなかった場合について、考えてみましょう

◆ 登録を受けるかどうかは事業者の任意です

免税事業者の方や、取引先が免税事業者である場合の対応に
関する考え方については、関係省庁連名で、令和４年１⽉19日付「免税事業者及びそ
の取引先のインボイス制度への対応に関するＱ＆Ａ」（財務省・公正取引委員会・経済
産業省・中⼩企業庁・国土交通省）が公表されていますので、参考にしてください

参考
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10
月
28
日
の
主
な
議
案

①�

令
和
４
年
度
上
半
期
仮
決
算
実

績
に
つ
い
て

②
定
款
の
一
部
変
更
に
と
も
な
う

従
た
る
事
務
所
の
統
廃
合
に
つ

い
て

③
常
勤
役
員
等
執
行
体
制
の
見
直

し
に
つ
い
て

④
役
員
候
補
推
薦
・
選
任
内
規
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

⑤
手
子
林
支
店
（
羽
生
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
））
改
修
工

事
に
つ
い
て

⑥
遊
休
不
動
産
（
旧
駅
前
倉
庫
土

地
）
の
最
低
売
却
価
格
変
更
に

つ
い
て

⑦
個
人
情
報
保
護
法
等
に
基
づ
く

公
表
事
項
等
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

⑧
理
事
と
組
合
と
の
取
引
の
承
認

（
追
認
）
に
つ
い
て

⑨
宅
地
等
供
給
事
業
実
施
要
項
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

⑩
不
良
債
権
処
理
方
針
に
つ
い
て

　

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
に
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

１
月
５
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
本
店

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
電
話
相
談
に
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
営
農
経
済
部
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

理
事
会
か
ら

税
務
法
律
相
談

１
月
５
日
に
本
店
で
開
催

ＪＡほくさい新店舗の
建築状況をお知らせします！

行田中央支店☆屋上防水工事中

加須中央支店☆サイディング工事中

行田中部支店☆建て方工事中

騎西中央支店☆外部コーキング工事中

令和５年２月27日㈪　オープン予定

令和５年３月27日㈪　オープン予定

令和５年２月27日㈪　オープン予定

令和５年１月30日㈪　オープン予定
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職員を募集します（経験者採用）

ＪＡほくさいガスセンタ－からのお知らせ
ご不要となりました容器を
無料で回収いたします。

　組合員様所有のＬＰガスの小型容器が納屋・
農機具倉庫などに長期放置されますと腐食また
はパッキンゴムの劣化等によるガス漏れ事故に
つながるおそれがあります。
　本来費用が生じますが、今回安全のために期
限を設けて（令和５年２月末まで）無料で回収
をいたします。

　気候変動対策のため、組合員の皆さまが使
用するLPガスの一部に、環境保全プロジェク
ト等によりLPガスの採掘から燃焼に至るまで
の工程で発生するCo₂をクレジットによりオフ
セット（相殺）されたカーボンニュ－トラル
LPガスをお届けします。

カ－ボンニュ－トラルLPガスの使用を
開始します。

■連絡先　ＪＡほくさいガスセンター　羽生市南羽生2-16-10　☎０４８-５６１-８４１１

【業務内容】　総合職（JA業務全般）
【勤 務 地】　ほくさい管内
【募集人数】　５名程度
【応募資格】
　高卒以上
　35歳までの方（キャリア形成のため）
【応募方法】
下記の必要書類を同封し、本店人事課へ郵
送（簡易書留）又は持参ください。
また、封筒の表に「応募書類在中」と朱書き
ください。

●必要書類
•市販の履歴書（写真あり）　•卒業証明書

•職務経歴書　•学業成績証明書　
●送付先
〒348-8513　羽生市東７－15－３　
ほくさい農業協同組合　人事課

【試験日】
令和５年１月中旬を予定しております。詳し
くはHPまたは下記のQRコードよりご確認く
ださい。

【募集期間】
令和４年12月末日まで（消印有効）

その他採用についての詳細は
こちらからご確認ください。→

お取引内容により最大年0.6％軽減！（軽減項目等は各店舗にお問い合わせください）
※審査の結果、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめご了承ください。

〈保証料込〉

〈保証料込〉

最大軽減金利

ＪＡ教育ローン
年2.880％

年2.280％

特別金利キャンペーン
令和５年４月30日㈰申込分迄

12/1現在店頭標準金利：3.73％固定
金利

固定
金利

更に
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Q
１�　
廃
止
店
舗
の
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

は
使
え
な
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

１
．�普
通
貯
金（
総
合
口
座
）、貯
蓄
貯
金
、納
税
準

備
貯
金
を
ご
利
用
の
お
客
様

①
窓
口
で
の
お
取
引

　
廃
止
店
舗
の
通
帳
は
大
変
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、お
手
元
の
貯
金
通
帳
は
支
店
再
編
以
降
、窓

口
で
の
お
取
引
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

　
お
手
数
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、支
店
再
編
以
降

に
お
通
帳
を
継
承
支
店
に
ご
持
参
の
う
え
新
通
帳

に
切
替
え
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

②
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
お
取
引

　
廃
止
店
舗
の
貯
金
通
帳
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
お
取
引

に
限
り
、支
店
再
編
以
降
も
引
き
続
き
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

③
口
座
番
号
の
変
更

　
廃
止
店
舗
の
一
部
の
お
客
様
に
つ
い
て
は
、支

店
再
編
日
に
新
口
座
番
号
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
口
座
番
号
が
変
更
に
な
る
お
客
様
に
は
、別
途

ご
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。

２
．キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
ご
利
用
の
お
客
様

　
廃
止
店
舗
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
再
発
行
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
、お
手
元
の
カ
ー
ド
を
継
続
し

て
ご
使
用
願
い
ま
す
。

　
但
し
、口
座
番
号
が
変
更
に
な
る
お
客
様
に
は
、

新
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
お
届
け（
郵
送
）い
た
し

ま
す
。

３
．�定
期
貯
金・積
立
式
定
期
貯
金
及
び
定
期
積
金

を
ご
利
用
の
お
客
様

①
廃
止
店
舗
の
通
帳
は
、支
店
再
編
以
降
に
新
通

帳
に
切
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、お

手
数
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、通
帳
を
ご
持
参
の

う
え
、継
承
支
店
に
ご
来
店
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

②
廃
止
店
舗
の
証
書
は
、新
証
書
へ
の
切
り
替
え

を
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、解
約（
払
戻
請
求
）を

さ
れ
る
ま
で
お
手
元
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

Q
２�　
廃
止
店
舗
で
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
ま
す

が
、何
か
手
続
き
が
必
要
で
す
か
？

　
当
組
合
で
変
更
の
手
続
き
を
い
た
し
ま
す
が
、

ご
く
一
部
の
年
金
に
つ
き
ま
し
て
は
お
客
様
に
よ

る
変
更
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
お
客
様
に
は
別
途
ご
連
絡
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

Q
３�　
廃
止
店
舗
で
給
与
振
込
を
し
て
い
ま
す
が
、

何
か
手
続
き
が
必
要
で
す
か
？

　
お
手
数
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、勤
務
先
の
給
与

支
払
事
務
の
ご
担
当
者
様
へ
継
承
支
店
名
・
新
口

座
番
号（
一
部
の
お
客
様
）を
お
届
け
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
ま
た
、支
店
再
編
以
降
の
給
与
振
込
分
よ
り
継

承
店
舗
名
・
新
口
座
番
号（
一
部
の
お
客
様
）と
な

り
ま
す
。

　
該
当
の
お
客
様
お
よ
び
口
座
番
号
が
変
更
さ
れ

る
お
客
様
に
、別
途
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Q
４�　
廃
止
店
舗
で
年
金・給
与
振
込
以
外
の
振

込
受
取
口
座
と
し
て
い
ま
す
が
、何
か
手
続

き
が
必
要
で
す
か
？

　
お
手
数
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、支
店
再
編
以
降

の
振
込
に
つ
き
ま
し
て
は
、継
承
支
店
名・新
口
座

番
号（
一
部
の
お
客
様
）に
変
更
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
振
込
人
様（
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
に
よ
る
お
振
込

人
様
を
含
む
）へ
ご
依
頼
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

支
店
再
編
に
関
す
る
Q
&
A

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
口
座
番
号
が
変
更
さ
れ
る
場
合
は
、別
途
ご
案

内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Q
５�　
廃
止
店
舗
の
口
座
か
ら
公
共
料
金
の
口
座

振
替
を
し
て
い
ま
す
が
、何
か
手
続
き
が
必

要
で
す
か
？

　
公
共
料
金・税
金・ク
レ
ジ
ッ
ト
等
を
初
め
と
す

る
口
座
振
替
は
、当
組
合
に
て
変
更
手
続
き
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Q
６�　
支
店
が
な
く
な
れ
ば
、今
よ
り
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
支
店
再
編
し
た
こ
と
が
、サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

つ
な
が
ら
な
い
様
今
ま
で
以
上
の
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
を
心
が
け
ま
す
。渉
外
担
当
者
を
配
置

す
る
こ
と
で
、金
融
商
品
の
情
報
提
供
や
、相
続
・

年
金
相
談
ま
た
は
営
農
相
談
や
生
産
資
材
の
取
扱

等
、組
合
員・利
用
者
の
皆
様
に
満
足
し
て
頂
け
る

よ
う
最
大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Q
７�　
貯
金
等
の
手
続
き
で
、支
店
が
遠
く
な
り

窓
口
へ
い
け
な
い
場
合
は
ど
う
し
た
ら
い
い

で
す
か
？

　
支
店
再
編
に
よ
り
来
店
が
困
難
な
組
合
員
・
利

用
者
の
皆
様
が
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
の

で
、渉
外
担
当
者
を
増
員
し
出
向
く
体
制
を
強
化

し
ま
す
。

　
ま
た
、組
合
員・利
用
者
の
皆
様
と
の
積
極
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
た
め
に
、組
合
員・

利
用
者
の
皆
様
か
ら
電
話
連
絡
を
受
け
て
、渉
外

担
当
者
が
訪
問
す
る
体
制（
出
張
サ
ー
ビ
ス
）を
構

築
い
た
し
ま
す
。

《出張サービスに依頼できる業務》
①貯金・共済に関する各相談業務（相続相談等）②貯金・共済に関する諸手続き（年金手続き等）
③貯金・共済に関する集金業務（定期積金の集金以外の入出金等）

ご理解とご協力のお願い
　支店等再編計画により統合される支店管内の組合員や利用者の皆様には、少なからずご不便をおかけすることがあ
るかもしれませんが、これらに対しましては、渉外活動・組織活動・事業活動などを通して「いつでも組合員や地域
のご利用者の皆様と『顔と顔のみえる関係づくり』」に取り組んでまいります。また、営農指導や、くらしの活動、金融・
共済事業などを通じて皆様とコミュニケーションを図り、様々なニーズにお応えしながら利用者満足度のなお一層の
向上に励んでまいります。
　皆様からのご理解、ご支援を頂きながら、役職員一体となって地域になくてはならないＪＡを目指して参りますの
で、なにとぞこの趣旨をご理解いただき、ご協力を賜りますよう重ねてお願い申しあげます。

引き続きのご支援・ご愛顧のほどよろしくお願いいたします。

出張
サービス
希望者

ＪＡ
支店

金融・
共済渉外電話で申込

① ②

③

依頼があったことを伝達

依頼者に時間を確認し訪問

❼



年末年始のJA業務
月 日 一般業務 ＡＴＭ　8:00～21:00

12月30日 金 通常営業

通常営業

12月31日 土

休業させていただきます
１月１日 日
１月２日 月
１月３日 火
１月４日 水 通常営業

〈JAの自動車共済等をご契約の方へ〉　店舗休業日の交通事故の受付は、ＪＡ共済事故受付センター（☎0120-258-931）で承りま
す。また、故障等レッカーロードサービスについては、ＪＡ共済サポートセンター（☎0120-063-931）にご連絡ください。なお、
ＪＡ共済日常生活事故対応センター（☎0120-628-931）は土日祝日および12月29日～１月３日の間はお休みさせていただきます。

月 日
行田燃料配送センター

（行田・川里・羽生のお客様）
☎048-556-1668

加須燃料配送センター
（加須・騎西・北川辺・大利根のお客様）

☎0480-61-4303
行田セルフＳＳ
給油7:00～21:00 ガスセンター

12月30日 金 通常営業
通常営業

通常営業
☆休日・夜間の

緊急連絡先

JAほくさい
ガスセンター

☎048-561-8411

12月31日 土 A重油のみ（予約分）の配送 ※
休業させて

いただきます
１月１日 日

休業させていただきます
休業させて

いただきます１月２日 月
１月３日 火

通常営業 通常営業１月４日 水 通常営業
※�31日のA重油の配送は、12/30までにご予約いただきましたお客様に限らせていただきます。緊急にA重油をご希望の方は、31

日のAM9:30までに各配送センター宛にご連絡ください。

月 日 行田直売所
☎048-556-2203

羽生直売所
☎048-563-4609

加須直売所
☎0480-61-3044

騎西直売所
☎0480-73-6776

北川辺直売所
☎0280-62-3636

12月17日 土

通常営業
年末感謝セール 通常営業 通常営業 通常営業

12月18日 日
12月19日 月

通常営業
12月20日 火 定休日 定休日
12月21日 水 定休日 定休日

通常営業 通常営業
定休日

12月22日 木

通常営業 通常営業 通常営業

12月23日 金
12月24日 土

年末感謝セール
（12/27㈫　　
　　　臨時営業）

年末感謝セール
12月25日 日
12月26日 月 通常営業
12月27日 火 年末感謝セール 臨時営業
12月28日 水 臨時営業 臨時営業

通常営業 通常営業
年末感謝セール
（12/28㈬　　
　　　臨時営業）

12月29日 木
通常営業 通常営業

12月30日 金
12月31日 土 正午まで営業 正午まで営業 正午まで営業 正午まで営業 正午まで営業
１月１日 日

正月休み 正月休み 正月休み 正月休み 正月休み
１月２日 月
１月３日 火
１月４日 水
１月５日 木
１月６日 金

通常営業 通常営業 通常営業 通常営業 通常営業
１月７日 土

イベントの
ご案内

行田直売所 羽生直売所 加須直売所 騎西直売所 北川辺直売所
年末感謝セール
12/27㈫
☆1,000円以上お
買上げのお客 様
に粗品プレゼント
※200名様
☆お米特売

年末感謝セール
12/17㈯～12/18㈰
☆1,000円以上お
買上げのお客 様
に粗品プレゼント
※各日100名様ずつ
☆お米特売

年末感謝セール
12/24㈯～12/27㈫
☆1,000円以上お
買上げのお客 様
に粗品プレゼント
※各日50名様ずつ
☆お米特売

年末感謝セール
12/24㈯～12/25㈰
☆1,000円以上お
買上げのお客 様
に粗品プレゼント
※各日50名様ずつ
☆お米特売

年末感謝セール
12/28㈬～12/30㈮
☆1,000円以上お
買上げのお客 様
に粗品プレゼント
※各日50名様ずつ
☆お米特売

燃
料
関
係

農
産
物
直
売
所

一
般
業
務
・
Ａ
Ｔ
Ｍ

❽



当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　行田豆吉クラブが10月７日、大野元裕埼玉県知事を
訪問しました。
　行田市の石井直彦市長、柿沼貴志県議も同席し県庁知
事室にて行田在来枝豆26袋(１袋/250ｇ)を大野知事に
手渡しました。
　枝豆を試食した大野知事は、「枝豆の香りが濃厚で甘
みも十分。とてもおいしい」と感想を伝え、今後の販売
や取組について懇談しました。
　同クラブ小松裕幸代表は、「枝豆の味には自信持って
いる。行田在来枝豆の栽培を続け伝統を守っていきたい」
と胸を張ります。

　加須市立志多見小学校（渡邉典孝校長）は、10月13日に有限
会社早川農場のほ場で「彩のきずな」の稲刈りを行いました。
　参加したのは４～６年生の合計63名。同社の早川良史代表や
従業員の皆さん、学校応援団の川島達男さんと長浜章さん、鈴木
節子さんが指導にあたりました。
　児童は鎌で稲を収穫しただけでなく、刈り取った稲をわらでま
とめる作業にも挑戦。初めて臨んだ４年生はそれぞれ農家から手
ほどきを受けながら行いましたが、上級生はすでに経験済みとあ
り、皆上手に括っていました。

　10月10日、加須市ＳＦＡフットボー
ルセンターにて、加須市スポーツ少年
団サッカー部会が主催する、第一回ほ
くさいカップ少年サッカー大会が開催
されました。ＪＡほくさいは今大会に
協賛し、新米の「コシヒカリ」48㌔と
優勝カップ１本、１位から４位のチー
ム最優秀選手にトロフィー５本、優勝
チームの選手にメダル11個、スポーツ
ドリンク８㌜（24本／１㌜）を寄贈し
ました。今大会は、中低学年にも試合
の楽しさを知ってもらおうと、小学校５年生以下を対象に参加チームを募集しました。ＪＡ共済連埼玉県本部の
地域・農業活性化積立金を活用し、地域の子育て支援が目的。参加した８チームは、リーグ戦を行い、勝点の高
い２チームで決勝戦が行われ、川里サッカークラブが優勝しました。準優勝した礼羽サッカースポーツ少年団の
伊藤秀翔キャプテンは、「優勝は逃したが、チーム一丸となってプレイできた。来年は優勝できるように練習に
励みたい」と意気込みを語りました。

行田豆吉クラブが県知事を訪問

農家が小学校で稲刈りを指導

少年サッカー大会に協賛

左から柿沼県議、石井市長、小松代表、大野知事、同ク
ラブ関和英之さん、行田市江森裕一環境経済部長と
行田在来青大豆キャラクター行田豆吉

ＪＡ吉田岳雄常務㊥と「コシヒカリ」を手にする
礼羽サッカースポーツ少年団の選手たち

寄贈された
トロフィとメダル

参加した8チームの選手たち

早川代表㊧から稲のまとめ方を教わる児童

❾



　川里園芸組合（馬場毅組合長）と加須市園芸組合（内田幸
夫組合長）、加須市騎西園芸組合（梓澤實組合長）は10月下
旬から11月上旬にかけて越冬キュウリの目ぞろえ会を開き
ました。
　11月下旬の出荷のピークを前に、規格の統一をはかり有
利販売に繋げることが目的です。同時に市場担当者やＪＡ全
農の職員も参加して互いの情報交換も行います。この作型は
県内で唯一、当ＪＡ管内でだけ生産されおり、今作はシーズ
ン終盤となる１月末までに県内や都内の市場に約700㌧出荷
する予定です。

　ＪＡは10月15日、行田中央支店・羽生中央支店・川
里中央支店で年金相談会を開催しました。
　この相談会はこれから公的年金を受ける人や、今受け
取っている年金に疑問のある方からの相談を無料でお受
けするものです。
　相談者からは、「私はいくら年金がもらえるのか」と
という質問が多く寄せられました。
　ＪＡでは年金の専門家である社会保険労務士による相
談会を隔月で開いています。参加をご希望の方はお気軽
に最寄りの支店までお申し出ください。

　羽生農産物直売所利用組合（平井紘一
組合長）は10月29日に羽生市内のほ場で

「直売所ふれあい交流会」を開催しました。
地元住民19組54名が参加し、サツモイモ
掘り体験を行いました。１家族５株約８
㌔を持ち帰りと、大根の収穫体験も行い
ました。
　参加者した親子は、「昨年掘ったお芋が
おいしかったので、今年も参加しました」

「大きいのと小さいのが採れて楽しかった」と笑顔で話していました。
　また、騎西農産物直売所利用組合（石川久雄組合長）は、11月３日に加須市種足地区内のほ場で18組61名が
参加し「直売所ふれあい祭」を開きサツマイモ掘りを体験しました。１家族10株約20㌔を持ち帰りと、もみ殻
を燃やして作った焼き芋が振舞われました。参加した子ども達は、山にしたもみ殻が焼ける様子に興味津々で、
出来立ての焼き芋をフハフハと食べていました。
　今回のサツマイモは組合員とＪＡ職員が６月に「べにあずま」の苗を植え準備してきました。平井紘一組合長
は「農業体験をとおし、地元住民に直売所のＰＲができたと思う。これからも直売所の活性化に繋がる活動をお
こないたい」と話し、石川久雄組合長は、「参加者が喜んでくれたのがなによりです。次回もいろいろな野菜の
収穫体験を企画したい」と話しています。

越冬キュウリ目ぞろえ会

年金相談会を開催

直売所で芋掘り体験

種足野菜集荷所で開催された目ぞろえ会の様子

羽生中央支店での様子

羽生の芋掘りの様子 騎西の芋掘りの様子

今後の年金相談会日程　
●12月17日(土)　加須中央支店・騎西中央支店・北川辺支店・大利根中央支店
●２月18日(土)　行田中央支店・川里中央支店・羽生中央支店

�



　10月15日鴻巣市鴻巣フラワーセンターで埼玉の花植木大
商談会が開催され、ＪＡほくさい川里花き出荷協議会（内川
雅規会長）が２ブース、会員13名が10ブース出展しました。
　２年ぶりの開催で直接顔を合わせた生産者と市場関係者
は、活気のある商談を行いました。このイベントは、県内の
生産者が全国の花き・植木販売業者の情報交換・新しい取引
先の開拓・販売の安定化を目的に行われています。
　丹精に育てたシクラメンを出展した同協議会の小河原正純
さんは、「やっぱり顔を合わせて話ができるのはいい。電話
ではわからない事や、市場・売店の動向などいろいろ話がで
きてよかった」と手応えを感じていました。

　ＪＡほくさいは10月12日、羽生市ＪＡ本店にて、子ど
も食堂寄贈式を行いました。
　ＪＡ大塚宏組合長が、羽生子育てサポートキャロット他
３団体の代表に、合わせて「彩のきずな」の新米１㌧を寄
贈しました。今回の寄贈は、ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・
農業活性化積立金を活用し、地域の子育て支援を目的とし
ています。
　羽生子育てサポートキャロットの清水浩美理事は、「お
米を提供されることはあるが、新米の寄贈は初めて。子ど
も達に新米のおいしさを味わってほしいので、塩むすびに
して提供したい」と笑顔。
　大塚組合長は、「ほくさい管内で収穫された新米を皆さ

んのお力を借り、子ども達に届けられて、うれしく思います」と話しました。新米は18団体に配分され、約
1,100世帯に提供されました。

　ＪＡほくさいは10月21日、コロナ禍のため１年遅れとなった新人研修を行いました。
　令和３年入組の３人は羽生市の12㌃の圃場で、㈱ほくさいグリーンアグリの協力のもと、稲刈り体験を行い
ました。同社社員に稲の掴み方と鎌の取り扱いの指導を受け、慣れない手つきで稲を刈っていましたが、次第に
コツを掴み、畦脇と４隅の端刈りを終えました。
　研修に参加した同ＪＡ川里中央支店渉外担当の塚原幸之介職員は、「初めての稲刈りで楽しかったが、生産者
の大変さも実感した。実際に田に入り貴重な体験ができた」と話していました。
　ＪＡ平井清敏副組合長は、「今回の農業体験で感じたことや気づいたことを、実際の業務の中で活かし活躍し
てほしい」と職員を激励しました。

川里の花をPR～埼玉の花植木大商談会～

こども食堂に新米１㌧寄贈

令和３年入組職員が稲刈り体験

買参人と商談する小河原さん（右から２番目）

左から平井副組合長、杉田詩織職員、塚原幸之介職員、小野司福職員 稲刈り体験をする新人職員

大塚組合長㊥とキャロット清水理事（右から2番目）
他こども食堂等の皆さん
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櫓
田
の
列
に
乱
れ
の
無
か
り
け
り　
　
　
　

羽　

生　

多
田
千
代
子

白
菜
の
赤
帯
並
ぶ
道
の
駅　
　
　
　
　
　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

叱
ら
れ
て
泣
い
て
笑
っ
て
七
五
三　
　
　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

寄
せ
鍋
を
囲
み
て
解
け
し
わ
だ
か
ま
り　
　

羽　

生　

長
瀬　

三
男

秋
深
し
句
が
苦
と
思
う
独
り
者　
　
　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

焼
き
芋
を
大
き
く
割
っ
て
渡
し
け
り　
　
　
　

〃　
　

荒
井　

王
子

落
と
す
も
の
み
な
落
と
し
け
り
冬
至
風
呂　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

金
木
犀
老
い
の
孤
独
を
慰
め
て　
　
　
　
　

羽　

生　

杉
山　
　

榮

七
五
三
す
ぐ
に
手
が
行
く
髪
飾
り　
　
　
　

騎　

西　

湯
橋　

信
子

草
虱
家
の
中
ま
で
入
り
込
む　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

根
岸　

栄
一

秋
深
し
隣
の
人
は
風
に
な
り　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

戸
田　

達
子

柿
喰
っ
て
お
に
ぎ
り
喰
っ
て
か
く
れ
ん
ぼ　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

月
光
に
し
た
が
ふ
ご
と
く
星
と
わ
れ　
　
　

加　

須　

松
永　

喜
芳

月
冴
え
る
庭
に
置
き
去
り
一
輪
車　
　
　
　

羽　

生　

木
本　

政
秋

境
内
の
青
空
市
に
零
余
子
か
な　
　
　
　
　
　

〃　
　

五
月
女
文
子

常
連
の
集
ふ
四
阿
萩
の
花　
　
　
　
　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

子
が
追
え
ば
逃
げ
て
ま
た
寄
る
赤
蜻
蛉　
　

羽　

生　

長
谷
部
愛
子

赤
ト
ン
ボ
船
頭
さ
ん
の
肩
に
止
め　
　
　
　
　

〃　
　

平
井　

昭
政

稲
刈
り
の
雨
に
半
ば
の
耕
地
か
な　
　
　
　
　

〃　
　

樋
口
登
美
子

秋
冷
え
や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
え
び
フ
ラ
イ　

騎　

西　

田
沼　

絹
子

秋
彼
岸
母
越
え
お
は
ぎ
ひ
と
つ
増
す　
　
　

川　

里　

木
暮　

浅
代

※
２
月
号
へ
の
投
句
は
、
12
月
26
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

〒
３
４
８-

８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
経
済
部
営
農
支
援
課

（
住
所
不
要
）
宛
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
資
格
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
に
お
住
い
の
方
。
誌
面
等
の
都
合

に
よ
り
投
句
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
の
句
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

空
っ
ぽ
の
巡
回
バ
ス
や
夕
時
雨　
　
　
　
　
　

川　

里　

井
上
美
智
子

（
評
）各
市
町
村
独
特
の
あ
る
巡
回
バス
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
が
あ
り
、福
祉
も
充
実

し
て
い
る
。時
雨
と
は
晴
れ
た
り
降
っ
た
り
す
る
初
冬
の
雨
を
言
う
。夕
方
に
な
り
誰

も
乗
って
い
な
い
バス
は
ど
こ
と
な
く
淋
し
い
。「
や
」の
切
れ
字
が
効
い
て
い
る
句
。

酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

北川辺農産物
加工研究会

きたかわべ通 信

狩野会長（前列右から２番目）と会員の皆さん

米こうじを作る会員の皆さん

各地区の編集委員が自慢の人・モノ・場所を
ご紹介します。
今回は北川辺地区です。

みつか味噌は
●こし味噌１㌔ 594円（税込）　●粒味噌１㌔ 540円（税込）
　ＪＡほくさい北川辺支店、北川辺農産物直売所、
　道の駅「かぞわたらせ」で販売中！

　北川辺農産物加工研究会（狩野ヒロ子会長）は、ＪＡほ
くさい北川辺支店に隣接する北川辺加工所を拠点に、会員
13人で味噌（みつか味噌）の加工販売を行っております。
　渡良瀬川と利根川に挟まれた北川辺地区は、河川の氾濫
による水害に悩まされていました。住民は食材を守るため、
自宅の敷地内に土盛りをして小屋（水

み

塚
つか

）を建て、米・雑
穀・味噌などを保管していました。地域に根ついた水

み

塚
つか

か
ら商品名を「みつか味噌」に決定しました。
　寒仕込みにこだわり11月下旬から２月上旬にかけ仕込
みを行います。原材料は、北川辺産の「コシヒカリ」や大
豆「里のほほえみ」を使用し、地産地消を心がけています。
　狩野会長は、「大豆と米こうじの割合を半々にして作っ
た「みつか味噌」は甘みと深いコクが特徴です。無添加の
やさしい味わいをたくさん方に知っていただきたい」と味
噌の仕込みに精を出します。
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冬
季
に
し
っ
か
り
準
備
で
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
を
防
除

　

今
年
度
も
、
加
須
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー
管
内
の
水
稲
ほ
場
に
ジ
ャ

ン
ボ
タ
ニ
シ
（
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ

イ
）
の
被
害
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

適
切
な
防
除
を
行
い
、
個
体
数
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

一
　
特
徴
　

　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は
大
き
さ
が

２
～
７
㎝
程
度
あ
り
、
ピ
ン
ク
色

の
卵
を
産
む
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

水
稲
移
植
後
約
３
週
間
ま
で
の

苗
を
食
害
し
、
深
水
と
な
っ
た
部

分
で
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

卵
か
ら
孵
（
ふ
）
化
後
、
約
２
か

月
で
成
熟
し
、
水
面
か
ら
８
～
10

㎝
上
の
植
物
や
畦
畔
に
ピ
ン
ク
色

の
卵
塊
を
産
み
付
け
ま
す
。
卵
は

２
週
間
程
で
孵
化
し
ま
す
。
水
田

落
水
後
は
、
土
中
や
排
水
路
に
移

動
し
越
冬
し
ま
す
。

　

ま
た
、
卵
に
は
神
経
毒
が
あ
り
、

貝
に
は
人
体
に
有
害
な
寄
生
虫
が

い
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
素
手
で

は
触
ら
ず
、
ゴ
ム
手
袋
や
ト
ン
グ

等
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し

触
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
石
け
ん

で
手
を
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

 

二
　
防
除

⑴
石
灰
窒
素
に
よ
る
防
除

　

水
温
が
17
℃
以
上
の
、
貝
が
活

発
に
活
動
し
て
い
る
秋
季
又
は
移

植
前
の
時
期
に
下
記
の
表
を
参
考

に
石
灰
窒
素
を
散
布
し
て
く
だ
さ

い
。
魚
毒
性
が
あ
る
た
め
落
水
、

か
け
流
し
は
行
わ
ず
自
然
落
水
し

て
く
だ
さ
い
。
窒
素
成
分
を
多
く

含
む
た
め
、
次
作
の
施
肥
量
を
減

ら
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

石
灰
窒
素
に
よ
る
防
除
の
使
用
回

数
は
１
回
の
た
め
、
秋
季
に
散
布

を
行
っ
た
場
合
、
移
植
前
に
は
散

布
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

⑵
冬
季
の
耕
う
ん
・
泥
上
げ

　

土
中
の
貝
を
耕
う
ん
に
よ
っ
て

物
理
的
に
破
砕
す
る
と
と
も
に
、

地
表
層
に
出
し
、
寒
風
に
さ
ら
す

こ
と
に
よ
り
殺
貝
し
ま
す
。

　

寒
さ
の
厳
し
い
１
～
２
月
に
深

度
６
㎝
程
度
で
回
転
数
を
速
く
し
、

通
常
の
１
／
２
程
度
の
作
業
速
度

で
耕
う
ん
す
る
と
効
果
的
で
す
。

作
業
後
は
他
の
ほ
場
に
持
ち
込
ま

な
い
よ
う
ト
ラ
ク
タ
ー
及
び
作
業

機
の
洗
浄
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
１
～
２
月
に
用
排
水
路

の
泥
上
げ
を
行
い
、
寒
風
に
さ
ら

す
こ
と
で
貝
を
殺
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
掘
り
上
げ
た
泥
は
未
発
生

ほ
場
に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

⑶
水
稲
移
植
後
の
防
除

　

移
植
前
の
入
水
～
移
植
後
３
週

間
ま
で
、
取
水
口
・
排
水
口
に
９

㎜
目
合
い
の
ネ
ッ
ト
や
金
網
を
設

置
し
、
水
路
で
越
冬
し
た
大
型
の

貝
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

移
植
後
３
週
間
ま
で
水
深
を
４

㎝
以
下
に
保
つ
こ
と
に
よ
り
、
食

害
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

入
水
後
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ト

ラ
ッ
プ
や
苗
箱
の
中
に
米
ぬ
か
を

入
れ
て
貝
を
誘
引
す
る
捕
獲
機
を

自
作
し
て
、
効
率
よ
く
捕
獲
し
て

い
る
方
も
い
ま
す
。
作
り
方
は

「
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
捕
獲
機
」
で

検
索
す
る
と
作
成
方
法
の
H
P
が

出
て
き
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

⑷
卵
の
駆
除

　

卵
の
色
が
濃
い
ピ
ン
ク
色
で
あ

れ
ば
、
水
中
で
呼
吸
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
水
中
に
落
と
し

ま
し
ょ
う
。
黒
～
白
っ
ぽ
い
色
の

場
合
は
水
中
で
も
孵
化
し
て
し
ま

う
た
め
、
ス
コ
ッ
プ
等
で
押
し
つ

ぶ
し
ま
し
ょ
う
。

⑸
薬
剤
散
布

　

下
記
の
表
を
参
考
に
薬
剤
の
散

布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
散
布
後
は

効
果
を
高
め
る
た
め
７
日
間
程
度

の
止
水
管
理
が
必
要
で
す
。

農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

※
１　

荒
起
し
後
３
～
４
㎝
に
湛
水
し
、
３
～

４
日
後
全
面
に
散
布
、
３
～
４
日
放
置
後
植
代

を
行
う
（
漏
水
を
防
止
す
る
こ
と
）

※
２　

３
～
４
㎝
に
湛
水
し
、
１
～
４
日
後
全

面
に
散
布
、
３
～
４
日
放
置
す
る
。（
漏
水
を

防
止
す
る
こ
と
）

○
農
薬
使
用
の
際
は
、
ラ
ベ
ル
表
示
を
必
ず
確

認
し
て
か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
○
令
和
４
年

10
月
12
日
現
在
の
登
録
内
容
で
作
成
し
て
い
ま

す
。
○
農
薬
の
飛
散
防
止
・
農
薬
使
用
記
録
の

記
帳
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

図１　成貝　　写真:千葉県

図２　卵塊

主な防除薬剤（令和４年10月12日現在）
薬剤名（成分名） 使用時期 使用方法 使用量/10a 使用回数 備考

石灰窒素55
(石灰窒素）

植代前 ※１
20～30㎏ １回 殺貝刈取後（水温15℃

以上の時期） ※２

スクミノン
（メタアルデヒド）

収穫
60日前まで

散布又は無人航
空機による散布 １～４㎏ ２回以内 殺貝（食毒剤）

水の流出量が多いと残効期間は短くなる
スクミンベイト３
（燐酸第二鉄） 発生時 散布又は無人航

空機による散布 ２～４㎏ ― 殺貝+食害防止（食毒剤）
有機JAS認定、特別栽培米で使用可

スクミハンター
（チオシクラム）

収穫
45日前まで 湛水散布 １～２㎏ ３回以内

食害防止
水の流出量が多くても薬剤本体が水田
内に残存していれば効果は維持される

農薬使用の際は、ラベル表示を必ず確認し、飛散防止・農薬使用記録の記帳に努めましょう。

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
日
本
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

で
よ
く
食
べ
ら
れ
る
鶏
肉
料
理

❷
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア
な
ど
の
通

貨
単
位

❸
旅
先
で
泊
ま
り
ま
す

❹
バ
ッ
ト
が
出
せ
ず
―
―
の
三
振!

❺
カ
ー
ナ
ビ
は
「
カ
ー
―
―
シ
ス
テ

ム
」
の
略

❽
年
末
、
年
の
瀬
と
も
い
い
ま
す

❿
物
が
汚
れ
た
り
傷
ん
だ
り
す
る
こ
と

⓫
こ
れ
か
ら
起
こ
る
こ
と
を
予
測
し

ま
す

⓭
葦
（
ア
シ
）
の
別
名

⓮
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
母
で
す

⓰
陸
・
海
・
―
―

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
経
済
部

営
農
支
援
課
宛
送
付（
住
所
の
記
入
は
不

要
で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
ご
応
募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管

内（
行
田
市
・
鴻
巣
市
川
里
地
区
・
羽
生

市
・
加
須
市
）に
お
住
ま
いの
方
に
限
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
郵
送
し
て
い

た
だ
く
場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日

よ
り
通
常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
４
年
12
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
11
月
号
の
答
〉

　

ア
カ
ワ
イ
ン

タ
テ
の
カ
ギ

❶
年
末
年
始
の
学
校
に
行
か
な
い
期
間

❻
牛
の
脂
は
ヘ
ッ
ト
、
豚
の
脂
は

❼
げ
っ
ぷ
の
こ
と
。
―
―
に
も
出
さ

な
い

❾
赤
・
青
・
黄
・
緑
な
ど

❿
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
を
す
る
と
襟
足
に

ち
ょ
ろ
り

⓫
美
川
憲
一
の
ヒ
ッ
ト
曲
『
―
―
座

の
女
』

⓬
豚
の
形
を
し
た
―
―
箱

⓮
今
年
の
来
客
数
は
昨
年
の
3
割
―

―
だ

⓯
珍
し
い
書
物
の
こ
と

⓰
い
ろ
い
ろ
と
考
え
あ
ぐ
ね
て
悩
む

こ
と

⓱
良
い
考
え
。
―
―
が
浮
か
ん
だ

☆
10
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。

記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
島
崎　
弘
明
さ
ま
　（
行
　
田
）

☆
遠
藤　
和
江
さ
ま
　（
行
　
田
）

☆
髙
瀬
き
み
子
さ
ま
　（
羽
　
生
）

☆
川
田　
典
子
さ
ま
　（
羽
　
生
）

☆
川
島　
徳
子
さ
ま
　（
加
　
須
）

☆
金
子
千
恵
子
さ
ま
　（
加
　
須
）

☆
菊
地　
敏
枝
さ
ま
　（
騎
　
西
）

☆
新
井
千
惠
子
さ
ま
　（
北
川
辺
）

　

い
よ
い
よ
師
走
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
頃
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は

さ
ぞ
忙
し
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
我
が
家
の
子

ど
も
た
ち
の
と
こ
ろ
に
も
来
訪
予
定
。
ぴ
か
ぴ
か
と
輝
く
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
の
下
に
可
愛
ら
し
く
包
装
さ
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
置
い
て

い
っ
て
く
れ
る
の
が
恒
例
で
す
。
保
育
園
に
通
う
長
男
が
一
昨
年
も

ら
っ
た
の
は
戦
隊
ヒ
ー
ロ
ー
の
変
身
ベ
ル
ト
。
昨
年
は
ア
ニ
メ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
秘
密
基
地
で
す
。
今
年
は
最
新
の
携
帯
ゲ
ー
ム
機
が
欲

し
い
の
だ
そ
う
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
よ
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
さ
ん
が
あ
れ
こ
れ
思
い
悩
み
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
か
ら
や
り
く
り
し
て
贈
っ
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
長
く
大
切
に
遊
ん
で
ね
。

　
�

Ｈ
・
Ｅ

編
集
後
記

お
詫
び
と
訂
正

　
11
月
号
に
掲
載
し
た

田
上
智
章
さ
ん
の
フ
リ

ガ
ナ
が
間
違
っ
て
お
り

ま
し
た
。

　
正
し
く
は

「
た
が
み
と
し
あ
き
」

さ
ん
で
す
。

　
訂
正
し
て
お
詫
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

�
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ＪＡほくさい
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●水田、畑作、園芸用各種農業機械
主催／埼玉県内JA ・ 埼玉県JA農機協議会 ・ 全国農業協同組合連合会埼玉県本部
協賛／全農埼玉県本部取扱メーカー各社 ・ 埼玉県農業協同組合中央会
　　　埼玉県信用農業協同組合連合会 ・ 全国共済農業協同組合連合会 埼玉県本部
　　　埼玉県農業共済組合

住所／埼玉県加須市志多見1700-1
TEL／0480-61-4126㈹

お問い合わせ お近くのJA 又は JA全農さいたま農機課 ☎048-559-0315

●中古農業機械コーナー

会場
国
道
17
号
バ
イ
パ
ス

武
蔵
水
路

県道128号

国道125号バイパス

国
道
122
号

国道122号
バイパス

至館林

至騎西至鴻巣

全農
埼玉県本部
行田センター

富士見
工業団地

上之南

真名板

志多見

持田インター

むさしの村

●マスク着用でのご来場をお願い致します。 ●こまめな手洗いをお願い致します。
●受付での消毒にご協力お願い致します。 ●会場内は禁煙とさせていただきます。
●人との距離をあけるなどの予防対策をお願い致します。
●検温にご協力ください。発熱の症状がある方のご来場はご遠慮ください。
●飲食の提供はしておりません。また会場内での食事はご遠慮ください。

★飲食の提供はしておりません。
★JA手配でのバス運行はございません。

ご来場いただく方にコロナウイルス感染防止策のお願い

※新型コロナウイルス感染状況によっては開催中止の場合もございます。

JAグループさいたま　アグリマシンフェアー

出 展 内 容 会 場 のご 案 内

むさしの村
特設会場
むさしの村
特設会場
むさしの村
特設会場
むさしの村むさしの村むさしの村
特設会場特設会場特設会場会場
むさしの村むさしの村むさしの村むさしの村むさしの村むさしの村
9：00▶15：00

1/28・29令和5年

土曜日 日曜日

第61回　　農業機械
大展示会


